
 

こ
れ
か
ら
『
資
本
論
』
の

言
説
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
社
会
科
学
研
究
所
監

修
、
新
日
本
出
版
社
（
１
９

９
７
年
刊
）
か
ら
引
用
し
、

そ
の
言
説
は
「
ゴ
シ
ッ
ク

体
」
で
表
示
し
ま
す
。 

資
本
主
義
的
生
産
様
式
が

支
配
し
て
い
る
諸
社
会
の
富

は
、「
商
品
の
巨
大
な
集
ま
り
」

と
し
て
現
わ
れ
、
個
々
の
商
品

は
そ
の
富
の
要
素
形
態
と
し

て
現
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
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今
年
は
マ
ル
ク
ス
生
誕
２
０
０
年
に
あ
た
り
ま
す
。
昨
年

は
マ
ル
ク
ス
の
主
著
『
資
本
論
』
が
出
版
さ
れ
て
１
５
０
年
、

再
来
年
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
生
誕
２
０
０
年
、
レ
ー
ニ
ン
生
誕
１

５
０
年
で
す
か
ら
、
こ
の
数
年
は
科
学
的
社
会
主
義
の
創
始

者
た
ち
の
記
念
イ
ヤ
ー
ズ
で
す
。
マ
ル
ク
ス
生
誕
２
０
０
年

に
あ
た
り
、
こ
こ
で
は
『
資
本
論
』
の
言
説
を
紹
介
し
、
理

論
理
解
の
一
助
と
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
文 

Ｔ
・
Ｍ
） 

れ
わ
れ
の
研
究
は
、
商
品
の
分

析
か
ら
始
ま
る
。 

 

こ
れ
は
『
資
本
論
』
第
一

部
、
本
文
の
冒
頭
の
文
章
で

す
。
商
品
は
資
本
主
義
社
会

以
前
の
社
会
で
も
作
ら
れ

て
交
換
や
売
買
が
行
わ
れ

て
き
て
い
ま
す
が
、
『
資
本

論
』
で
研
究
す
る
の
は
、「
資

本
主
義
的
生
産
様
式
が
支

配
し
て
い
る
社
会
」
の
「
商

品
の
分
析
」
だ
と
い
う
こ
と

に
ま
ず
注
目
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 

次
に
注
目
し
て
ほ
し
い

の
は
、
商
品
が
富
の
要
素
形

態
、
つ
ま
り
最
も
基
本
的
な

形
態
で
あ
り
、
そ
の
「
商
品
」

の
分
析
で
あ
る
と
い
う
点

で
す
。
も
う
一
つ
留
意
し
て

お
い
て
ほ
し
い
の
は
、
こ
の

第
一
章
「
商
品
」
に
は
、「
資

本
」
も
「
資
本
家
」
も
登
場

し
な
い(

考
察
し
な
い)

で
、

市
場
に
出
回
っ
て
い
る
商

品
を
分
析
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
第
二
章
「
交
換
過
程
」

に
お
い
て
、
初
め
て
（
「
資

本
家
」
と
し
て
で
は
な
く)

「
商
品
所
有
者
」
と
し
て
登

場
し
、
「
資
本
」
の
登
場
は

第
二
篇
・
第
四
章
「
貨
幣
の

資
本
へ
の
転
化
」
の
部
分
で

す
。
こ
こ
で
も
「
資
本
家
」

で
は
な
く
、「
貨
幣
所
有
者
」

と
し
て
登
場
し
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
資
本
主
義

的
生
産
様
式
が
支
配
し
て

い
る
複
雑
な
経
済
社
会
の

研
究
を
、
最
も
基
本
的
な
形

態(

商
品)

か
ら
分
析
を
始

め
、
よ
り
高
度
な
関
係
の
分

析
へ
一
歩
一
歩
研
究
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
マ
ル
ク
ス

は
、
自
分
が
駆
使
し
た
こ
の

方
法
を
「
発
生
論
的
方
法
」

と
呼
び
、
基
礎
的
な
関
係
の

解
明
か
ら
必
要
な
「
中
間

項
」
を
辿
り
な
が
ら
高
度
な

現
実
に
迫
っ
て
い
く
方
法

と
し
て
特
徴
づ
け
ま
し
た
。 

次
回
か
ら
第
一
章
「
商

品
」
の
第
一
節
「
商
品
の
二

つ
の
要
因
―
―
使
用
価
値

と
価
値
」
を
紹
介
し
ま
す
。

実
は
最
初
の
言
説
も
、
こ
の

第
一
節
の
冒
頭
の
文
章
だ

っ
た
の
で
す
。
（
不
定
期
掲

載
） 

●水道料金引き下げのための実効ある措置を 

県は、公営企業の水道事業として飯梨川水道事業、斐伊川水道事業の島根県水道用水供

給事業と江の川水道用水供給事業の２つの事業を行っています。江の川水道事業は大田市、

江津市に送水していますが、施設利用率はわずか 42.7％です。飯梨川水道事業の施設利用

率は 58.7％、斐伊川水道事業の施設利用率は 67.8％と低利用率であり、使わない水まで市

民に負担が転嫁されています。 

その結果、県内の水道料金は 2017 年度現在、大田市が最も高い 4,914 円で、次いで江津

市が 4,723 円であり、斐川宍道水道企業団の 2,647 円と比べると、月額 2,000 円以上の格

差が生じています（右表参照）。高料金の要因は、水源確保のための大規模ダム建設などに

よって、資本費が高くなっていること、給水人口の減少・水需要減少に伴い、料金収入が

減少していることなどにあります。 

 党県議団はこれまで「水道事業の本来の目的は、公共の福祉の増進にある。県営水道に

おいて受益者の水道料金を引き下げるため、受水団体への資本費負担軽減を図るなど料金

軽減策を講じるべき」と要求してきました。 
 

●水道事業への民営化方式の導入や「広域化」の中止を 

 国は水道の基盤強化を図るために、民営化の手法である「コンセッション（公共施設等

運営権）」方式の水道事業への導入や「広域化」をすすめています。しかし、水道事業は水

質の安全管理、料金などについて極めて高い公共性が求められ、民営化による利潤追求は

馴染みません。また、この間の自治体リストラで人員削減や職員採用が抑制され、水道職

員が減少し、技術継承も心配されています。水道技術職員の確保・拡充は待ったなしです。 
 

●日本共産党の政策 

◆水道料金を引き下げるための実効ある措置を求めます。◆低所得者世帯に対する減免制

日本共産党県議団（尾村利成、大国陽介県議）の議会論戦を紹介しながら、県政をめぐ

る諸課題（医療・介護・福祉、原発、雇用・経済、教育、農業など）について連載してい

きます。今回は水道料金について取り上げます。 

■市町村別水道料金（口径 13 ㍉１ヶ月 20 ㎥使用の家庭料金） 

 水道料金 

松江市（松江） 3,888 円 

安来市 3,015 円 

斐川宍道 2,647 円 

出雲市 2,896 円 

雲南市 3,917 円 

奥出雲町 3,250 円 

飯南町 3,860 円 

大田市 4,914 円 

川本町 4,179 円 

美郷町 3,636 円 

邑南町 4,200 円 

江津市 4,723 円 

浜田市（浜田） 2,674 円 

益田市 3,024 円 

津和野町 3,240 円 

吉賀町 2,991 円 

隠岐の島町 4,272 円 

西ノ島町 4,497 円 

海士町 4,530 円 

知夫村 4,300 円 

県平均 3,644 円 

（２０１７年５月１日現在） 

日
本
共
産
党
の
大
国
陽

介
県
議
と
後
藤
由
美
出
雲

市
議
は
５
日
、
同
市
大
社
町

内
の
河
川
と
道
路
を
調
査

し
ま
し
た
。（
写
真
） 

日
本
海
に
流
れ
る
二
級

河
川
・
堀
川
の
護
岸
崩
落
箇

所
や
約
１
８
０
隻
に
上
っ

て
い
る
不
法
係
留
船
舶
、
道

路
の
通
行
危
険
箇
所
な
ど
、

住
民
か
ら
党
大
社
支
部
に

寄
せ
ら
れ
た
要
望
に
応
え

て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

党
大
社
支
部
の
メ
ン
バ

ー
ら
住
民
１
１
人
が
参
加
。

県
・
市
の
担
当
者
、
市
大
社

支
所
長
が
同
行
し
ま
し
た
。 

 

党
大
社
支
部
の
上
田
一

晴
さ
ん
は
、
護
岸
が
崩
れ
て

い
る
こ
と
に
住
民
は
強
い

不
安
を
持
っ
て
お
り
、
速
や

か
に
改
善
し
て
ほ
し
い
と

訴
え
ま
し
た
。 

車
の
交
差
が
困
難
な
市

道
に
待
避
所
を
つ
く
る
よ

う
求
め
た
の
に
対
し
、
市
の

担
当
者
は
「
設
置
し
た
い
」

と
応
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
出

雲
大
社
近
隣
の
公
共
駐
車

場
に
仮
設
ト
イ
レ
し
か
設

置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

指
摘
。
市
は
「
設
置
す
る
方

向
で
検
討
し
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。 

民
青
県
委
員
会
と
日
本

共
産
党
県
委
員
会
は
２
日
、

松
江
市
の
島
根
大
学
前
で

新
入
生
と
ア
ン
ケ
ー
ト
で

対
話
し
ま
し
た
。（
写
真
） 

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
の
学

費
を
問
わ
れ
た
法
文
学
部

の
女
子
学
生
は
「
日
本
の
４

分
の
１
」
と
回
答
。
吉
井
安

見
民
青
県
委
員
長
が
「
ほ
ぼ

無
料
で
す
。
約
２
・
６
万
円

の
学
籍
登
録
料
を
払
う
だ

け
で
す
」
と
紹
介
す
る
と
、

「
日
本
の
学
費
は
高
い
で

す
ね
」
と
驚
き
ま
し
た
。
友

人
の
女
子
学
生
も
「
日
本
も

無
料
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。 

度の創設を求めます。◆上水道の高料金対策の充実・強化を求めます。◆水道技術職員の確保・拡充を図ります。 


